







































































































































































































































































られる。もちろんそ 数は多くなかっただろう。だが、元禄期以前にも、間違いなく女性が茶会に参加していた。当時は男色も盛んたから 男同士の茶会でも恋歌という素材は忌避さ も だったのかもしれない。恋歌と
いう花、座
寛永期頃から掛物の
歌の意味を解するよろになったことで、恋歌と
いう「素材」が、茶会という
恋が成立する「場」に供給された。そして、
先に述べたいくつかの要
因が加わり、恋歌を忌避するという思想が生
まれたのであろう。
恋歌と茶の
湯の関係を知る試み
は、まだはじまったばかりである。茶
では恋歌を禁止している流派でも
、定家様で書かれた恋歌なら許
される場合もあるようだ。
今後、より精綴な研究と調査によって、恋歌
と茶の湯の関係が明らかになっていくことであろう。そうなれば、今まで看過されてきた茶の湯の思わぬ一面が顕在化することは確実だ。
恋歌は、茶の湯が持つ豊穣で多彩な歴史と
思想
を知る
ための、小さ
岩井茂樹(いわい・しげさ)一九六九年、奈良県生まれ。総合研究大学院大学文化科学研究科国際自本研究専攻修了(博士〈学術〉)。間際臼本文化研究センター勤務を経て、現在、チユラl口ンコーン大学文学部東洋言語学科日本語講座専任講師。著書に「茶道と恋の関係史』(思文閤出版)がある。
くはあるが、確かな手掛かりなのである。
